社会科(歴史分野)　学習指導案
日時　○○○○年〇月〇日第〇時限
指導者：埋蔵文化財センター職員
1． 単元名：千歳の遺跡を学ぼう
2． 単元設定の理由：千歳市内からは令和7年度末時点で３７０か所以上の遺跡が見つかっている。特に、縄文時代は世界遺産キウス周堤墓群をはじめ、国指定重要文化財の動物形土製品やママチ遺跡の土面など、考古学的に貴重な遺跡・遺物が多く見つかっている。これらについて学ぶことを通じて、郷土に対する誇り・愛着を涵養し、身近な存在として歴史学習に取り組む姿勢を育む。
3． 単元の目標
・単元の指導計画(計２時間)
(1) 縄文時代について知ろう(1時間：本時)
(2) キウス周堤墓群について知ろう(１時間)
4． 本時のねらい・展開
(1)ねらい： 本時は大まかに二つの学習で構成される。一つは縄文時代について、「遺物」「遺構」の2つの視点から、学習を深めていく学習。もう一つは、千歳市内で出土した、特に貴重な遺物である「ママチ遺跡出土土面」「動物形土製品」がどんな特長を持っており、どこが評価されているのかについての学習である。これらを通じて、縄文時代に関する基礎的な知識を身に着けるとともに、郷土である千歳市への誇りと愛着を涵養し、文化財が身近な存在であることを理解する。
(2)展開：
	
	指導内容
	学習活動
	指導上の留意点と予想される反応
・指導上の留意点
※予想される反応

	10分
	導入
（10分）
	1 センター職員による自己紹介と埋蔵文化財センターの仕事内容の紹介
・仕事紹介にあたっては、「遺跡・遺物・遺構」3種の用語に着目し、クイズを交えつつ説明を行う。
	・自己紹介は簡潔に済ませる。

・クイズについては、挙手によって意思表示をさせ、簡易的なコミュニケーションを図る。
※遺跡は知っている。
　昔の人が住んでいた場所
遺構や遺物はわからない。
・「遺跡」については、学術的な定義と一般的なイメージとの間に乖離している部分があるため、近現代の遺跡を例示しながら説明を行う

	今日もめあて：キーワードを通じて、縄文時代をざっくり理解しよう　キーワード：土器、石器、竪穴住居、お墓

	
	縄文時代とは何か
（5分）



基礎知識の紹介（遺物編）
（10分）



















基礎知識の紹介（遺構編）
（5分）



千歳のお宝紹介（遺物編）
（10分）
	1 縄文時代の長さについて説明する
・令和→平成→大正と遡っていくことで、歴史が綿々と続いていることを表現する。


1 縄文土器について、「縄文」と「土器」それぞれの説明を行う。実際に千歳市内の遺跡から出土した土器の画像を用いる。





2 石器について実際に出土した資料を基に説明を行う。
・土器と異なり、一見しただけでは用途がわからない資料が多いため、用途に重点を置いて説明を行う。
・また、石器の素材として多用される黒曜石についてゲームの「マインクラフト」を比較対象として用いつつ、その特徴を抑える。



3 勾玉、耳栓などについて、実際の資料を基に説明を行う。

1 竪穴住居について説明を行う。
・遺跡からは竪穴部分しか見つからないことを、写真とイラストで表現。
2 墓坑について実際の画像を用いて説明を行う。


1 重要文化財に指定されている、「ママチ遺跡出土土面」について、以下の4点から説明を行う。
・縄文時代晩期（終わりころ）　　の土製のお面であること
　・北海道ではママチ遺跡でしか見つかっていないこと
　・墓坑の上部から見つかったこと
　・他遺跡の土面と比較して顔立ちが整っていること
　
2 重要文化財に指定されている「動物形土製品」について以下の3点から説明を行う。
・縄文時代の終わりころに作られ、新千歳空港の滑走路脇から見つかったこと
・何の動物をモチーフにしているのか、不明点が多いこと





・縄文時代を代表する遺物の一つであり、国内外で展示された実績があること
	・特に縄文時代の期間について、数人の生徒を指名して予想を聞く。
※1,000年くらい？
2,000年！　など
・実際の予想との乖離から理解を深める。

・「縄文」がどこを指すのかについて、誤解が生じないように注意する。
※縁のところ！
　とげとげしているところ。
　ギザギザしているところ　など
・実際は全面にあるブツブツした模様一つ一つが「縄文」にあたることを強調する






※マイクラ知ってる！
　黒曜石は固い
ダイヤモンドのつるはしが必要
マグマと水があればどこでも作れる
・実際には割れやすい石であり、取れる場所も限られていることを強調。







・実際に出土した人骨が写っているため、事前に注意喚起を行い、目を伏せていても授業に問題なくついていけるよう、配慮する。

















・何の動物に見えるか、ヒントも交えて予想させる。
※想像上の生き物　
トリ
アザラシ
亀　など

	5分
	まとめ
（5分）
	1 本時の内容に関して、「遺物」「遺構」「土器」「石器」「ビビちゃん」「ママチ土面」の5つの単語で穴埋めを行う。
	・埋蔵文化財センターの展示を見学する予定が無い学校の場合、展示の宣伝も行い、さらに文化財を身近に感じさせる



